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群
馬
の
片
田
舎

で
育
っ
た
小
生
は

５
月
５
日
は
「
端

午
の
節
句
」
と
い

っ
て
、
こ
の
日
だ

け
は
家
の
手
伝
い

事
の
山
の
仕
事
は

無
く
、
自
分
の
好
き
な
事
が
出

来
た
一
日
で
、
楽
し
み
で
来
る

の
が
待
ち
遠
し
い
日
だ
っ
た
。

▼
「
端
午
の
節
句
」
を
調
べ
て

み
る
と
「
端
」
は
「
初
め
」
と

い
う
意
味
で
あ
り
、
「
午
」
は

「
五
」
に
通
じ
て
「
端
午
」
で

「
五
月
初
め
の
五
日
」
と
い
う

意
味
に
な
る
。
端
午
の
節
句
の

風
習
の
由
来
は
、
中
国
東
周
時

代
の
政
治
家
で
屈
原
（
く
つ
げ

ん
）
を
供
養
す
る
た
め
に
始
ま

り
、
三
国
志
の
時
代
に
日
本
へ

伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。

▼
古
く
端
午
の
節
句
は
、
邪
気

を
祓
う
た
め
に
、
シ
ョ
ウ
ブ
や

ヨ
モ
ギ
を
軒
に
さ
す
風
習
が
あ

っ
た
。
こ
の
風
習
は
少
し
変
化

し
て
現
代
で
は
ち
ま
き
や
柏
餅

を
食
べ
た
り
、
菖
蒲
湯
を
た
て

た
り
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
以

降
は
、
端
午
の
節
句
は
『
男
子

の
節
句
』
と
さ
れ
、
武
家
で
甲

冑
や
幟
（
の
ぼ
り
）
を
飾
っ
た

こ
と
に
な
ら
い
、
町
人
も
武
者

人
形
や
刀
な
ど
を
飾
り
、
鯉
の

ぼ
り
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
５
月
５
日
が

「
こ
ど
も
の
日
」
に
制
定
さ
れ

た
の
は
、
祝
日
法
の
公
布
・
施

行
さ
れ
た
１
９
４
８
年
。

▼
仕
事
に
追
わ
れ
こ
こ
数
年
の

５
日
は
い
つ
も
仕
事
に
明
け
暮

れ
て
い
た
が
、
片
田
舎
で
過
ご

し
た
幼
少
時
分
に
楽
し
み
と
し

て
い
た
よ
う
に
、
ぜ
ひ
仕
事
の

無
い
休
み
の
日
に
し
た
い
。
そ

し
て
、
世
界
遺
産
と
な
る
富
士

山
に
で
も
行
こ
う
か
。
（
虎
）

組
織
確
立
と
後
継
者
対
策
の
強
化

運
動
の
４
つ
の
柱
を
軸
に

荒
川
支
部
は
４
月
７
日
、
①
昨
年
度
の
支
部
の
運
動
を
総
括
し
、
今
年
度
の
運
動
方
針
を

確
立
す
る
こ
と
、
②
昨
年
度
の
支
部
財
政
の
決
算
を
承
認
し
、
今
年
度
予
算
を
確
定
す
る
こ

と
、
③
支
部
方
針
の
実
践
に
立
つ
、
活
力
あ
る
支
部
執
行
委
員
会
を
選
出
す
る
こ
と
を
任
務

に
か
か
げ
、
第
65
回
定
期
大
会
を
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
、
１
１
５
人
（
来
賓
・
書
記
含

む
）
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

執
行
委
員
長

豊
田
佳
二
（
日
暮
里
一
）

副
執
行
委
員
長

時
田
國
勝
（
西
尾
久
）

五
箇
谷
日
出
雄
（
荒
川
）

川
又
好
一
（
日
暮
里
一
）

書
記
長

船
橋
賢
一
（
書
記
局
）

書
記
次
長

姫
路
直
樹
（
書
記
局
）

常
任
執
行
委
員

増
山
國
吉
（
西
尾
久
）

藤
川
直
樹
（
東
尾
久
一
）

加
藤
広
志
（
東
尾
久
二
）

磯
部
正
三
（
荒
川
）

横
川
佳
太
郎
（
荒
川
）

薄
井

章
（
町
屋
南
）

堀
井
龍
二
（
日
暮
里
一
）

五
十
嵐
淳
（
日
暮
里
二
）

若
月
賢
二
郎
（
南
千
住
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

鈴
木
裕
子
（
主
婦
の
会
）

会
計
監
査
／
執
行
委
員
待
遇

阿
部
邦
男
（
西
尾
久
）

濱
田
和
男
（
南
千
住
）

※
敬
称
略

な
お
、
執
行
委
員
に
つ
い
て

は
、
省
略
し
ま
す
。

川
又
副
執
行
委
員
長

の
司
会
で
大
会
は
始
ま

り
、
瀧
口
勝
大
会
運
営

委
員
長
（
町
屋
南
分

会
）
の
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
て
、
議
長
に
澤
元
達

雄
（
町
屋
南
分
会
）
、

樋
口
多
美
子
（
事
業
所

分
会
）
、
書
記
に
小
池

書
記
の
皆
さ
ん
を
選
出

確
認
し
て
議
事
は
始
ま

り
ま
し
た
。

冒
頭
、
豊
田
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
本
部
の
芳
井
常

任
中
央
執
行
委
員
か

ら
来
賓
挨
拶
を
受
け

ま
し
た
。

基
調
報
告
と
し
、

船
橋
書
記
長
に
よ
る

昨
年
度
総
括
と
新
年

度
運
動
方
針
の
提
案

が
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
２
０
１
３
年

度
は
運
動
の
４
つ
の

柱
を
打
ち
だ
し
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
①
国
民
的
な
課

題
と
し
て
、
憲
法
改

悪
に
反
対
し
、
平
和

問
題
や
脱
原
発
運
動

へ
の
闘
い
強
化
、
消

費
税
増
税
反
対
、
６

月
都
議
選
と
夏
の
参

議
院
選
挙
勝
利
、
②

建
設
産
業
の
課
題
と

し
て
、
地
域
建
設
産

業
の
再
生
に
向
け
て

攻
勢
的
な
運
動
を
進

め
、
賃
金
・
単
価
の

引
き
上
げ
、
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
勝
利
を
め

ざ
す
な
ど
、
③
東
京

土
建
全
体
と
し
て
の

課
題
で
は
、
補
助
金

見
直
し
攻
撃
か
ら
土

建
国
保
を
守
り
、
組

合
共
済
の
維
持
拡
充

と
業
務
の
改
善
な
ど
、
④
荒
川

支
部
独
自
課
題
と
し
て
、
地
域

に
お
け
る
影
響
力
・
発
信
力
を

強
め
る
た
め
に
早
期
の
２
２
０

０
人
支
部
回
復
実
現
と
後
継
者

育
成
に
注
力
し
、
活
力
あ
る
荒

川
支
部
を
つ
く
る
と
提
起
し
、

奮
闘
を
訴
え
ま
し
た
。

午
後
は
、
例
年
で
は
専
門
部

ご
と
に
分
科
会
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
全
体
会
で
各
専
門
部

長
に
よ
る
新
年
度
方
針
の
提
案

を
行
う
の
み
に
時
間
の
都
合
で

と
ど
め
ら
れ
、
引
き
続
き
予
算

案
の
提
案
が
さ
れ
、
基
調
報
告

と
予
算
案
を
合
わ
せ
、
承
認
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
役
員
の
選
出
で
は
、

豊
田
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
四

役
と
常
任
執
行
委
員
は
ほ
ぼ
同

じ
顔
ぶ
れ
で
す
が
、
40
歳
代
の

２
人
の
常
任
執
行
委
員
が
加
わ

早期組織現勢回復で、後継者を育成し

東京土建荒川支部第65回定期大会開催

最後は団結ガンバローで意思統一

初めての会場で、都合により全体会議のみの形式に変更も

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
会
表

彰
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採
択
、
議

長
団
解
任
と
続
き
、
閉
会
挨
拶

と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し

ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
と
異
な

り
厳
し
い
支
部
財
政
を
反
映

し
、
本
部
会
館
で
あ
る
け
ん
せ

つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
大
会
を
行
い

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
会
場

の
事
情
か
ら
今
ま
で
の
よ
う
に

分
科
会
を
行
え
ず
に
全
体
会
の

み
の
形
式
で
開
催
し
、
議
論
が

不
十
分
だ
っ
た
感
じ
も
あ
り
課

題
と
な
り
ま
し
た
。

70
歳
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と

で
、
定
年
で
や
っ
と
支
部
役
員

か
ら
解
放
で
す
。
８
年
間
は
長

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
財

政
部
長
と
い
う
支
部
役
員
の
立

場
を
離
れ
る
の
で
、
お
お
い
に

意
見
を
述
べ
て
い
き
ま
す
。

一
日
規
模
の
大
会
で
驚
き
ま

し
た
が
、
充
実
し
た
一
日
で
し

た
。
組
合
組
織
の
内
容
や
活
動

も
さ
ら
に
理
解
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
若
い
人
に
組
合
加

入
し
て
も
ら
い
、
組
織
が
発
展

し
て
い
く
よ
う
に
私
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

組
合
の
姿
勢
が
、
良
く
理
解

で
き
、
ま
た
、
支
部
の
財
政
状

況
な
ど
の
報
告
で
も
、
現
実
が

分
か
り
良
か
っ
た
。
建
設
業
界

に
対
す
る
方
向
性
な
ど
、
色
々

と
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
新
聞
な

ど
で
は
分
か
り
に
く
い
事
も
、

報
告
な
ど
で
よ
く
分
か
っ
た
。

今
後
も
仕
事
を
含
め
組
合
と
繋

が
り
を
強
く
し
て
い
き
た
い
。

定
年
制
に
よ
り

退
任
へ

支
部
大
会
に

は
じ
め
て
参
加

中村喬一郎
さん

(荒 川)

竹駒 良信
さん

(西尾久)

堀井 一
さん

(日暮里１)
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組合を強く大きくし、仕事と暮らしを守るため皆が協力を

仲間のつながりで頑張るぞ（西尾久）

最後まで前進し続けます！（日暮里一）

春の組合員拡大行動を取り

組み中です。支部目標は61人

です。現場や知り合いで、ま

だ組合加入していない対象者

はいませんか？皆が情報を持

ち寄り、分会の拡大センター

に顔をだして、行動にも参加

して下さい！

第４次行動日

５月15日（水）

16日（木）

第５次行動日

５月22日（水）

23日（木）

24日（金）

集
め
る
集
ま
る
拡
大
で
年
間
実
増
へ

４
・
７

春
の
拡
大
決
起
集
会

さあ、やるぞー！（東尾久一）

ガンバロウ（東尾久二）

多くの仲間の参加でやりきる！（荒川）

粘り強く絶対、諦めない（町屋南）

明るく楽しく！（主婦の会）

分 会 目標 拡 大 成 果

西 尾久 9 ☆１

東尾久１ 4 0

東尾久２ 6 ☆１

荒 川 9 ☆☆ 2

町 屋北 6 ☆１

町 屋南 6 ☆☆ 2

日暮里１ 5 0

日暮里２ 6 ☆･････☆ 7 達成！

南 千住 6 ☆１

事 業所 4 ☆･･････☆ 14 達成！

合 計 61 31 ※直属含む

青 年部 5 ☆･････☆ 7 達成！

主婦の会 10 ☆☆☆☆☆ 5

荒 友会 11 ☆１

＊５月７日現在

目標達成へ一直線（南千住）

も
う
、
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

組
合
で
は
新
入
学
祝
金
と

し
て
、
５
０
０
０
円
の
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
小
学
校
と

中
学
校
に
こ
の
４
月
に
新
入
学
で
、
１
年
生
に
な
っ
た
お
子
さ
ん

が
い
る
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
対
象
で
す
。
申
請
期
限
は
来
年
の
３

月
末
日
ま
で
で
す
が
、
忘
れ
な
い
う
ち
に
早
め
の
申
請
を
ぜ
ひ
、

し
て
下
さ
い
！

毎
年
、
大
変
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
！

★
申
請
に
必
要
な
も
の
は
、
①
認
印
、
②
確
認
書
類

で
す
。

例
―
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
続
柄
記
載
）
、
戸
籍
謄
本
な
ど

組
合
の
業
務
と
制
度
の

理
解
が
拡
大
の
近
道

昨
年
の
９
月
、
私
は
自
転
車

に
乗
っ
て
い
て
明
治
通
り
の
横

断
歩
道
上
に
て
信
号
無
視
の
自

転
車
と
の
衝
突
事
故
で
、
頭
部

を
負
傷
す
る
と
い
う
事
故
に
あ

い
ま
し
た
。
治
療
費
に
つ
い
て

は
、
当
初
か
ら
相
手
と
示
談
交

渉
し
て
い
て
負
担
し
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
組
合
で
も

何
か
見
舞
給
付
金
と
か
が
無
い

か
す
ぐ
に
事
務
所
に
相
談
し
、

対
応
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
組
合
員
本
人
で
あ

る
私
自
身
が
事
故
で
負
傷
し
た

こ
と
か
ら
、
組
合
で
団
体
加
入

し
て
い
る
全
労
済
の
団
体
生
命

と
交
通
災
害
共
済
か
ら
、
入
院

給
付
金
等
を
申
請
し
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
組
合
を
通
じ
て
自
転
車
保

険
に
も
加
入
し
て
い
た
の
で
そ

ち
ら
か
ら
も
給
付
を
受
け
ま
し

た
。
自
転
車
保
険
は
理
解
し
て

い
ま
し
た
が
、
組
合
員
本
人
対

象
の
団
体
生
命
や
交
通
災
害
共

済
は
思
い
つ
か
ず
、
掛
金
も
安

い
の
に
思
っ
て
い
た
よ
り
給
付

が
あ
り
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

ま
さ
か
、
自
転
車
の
事
故
で

こ
ん
な
に
大
怪
我
す
る
と
は
思

山口 毅
さん

(荒 川)

わ
ず
、
い
つ
何
が
あ
る
か
わ
か

ら
な
い
で
す
。
し
か
し
、
組
合

に
入
っ
て
い
た
お
か
げ
で
給
付

も
あ
り
、
自
転
車
保
険
に
も
加

入
し
て
い
て
良
か
っ
た
で
す
。

ま
だ
、
自
転
車
保
険
に
入
っ

て
い
な
い
人
に
は
ぜ
ひ
勧
め
た

い
し
、
組
合
員
本
人
の
保
障
に

つ
い
て
は
さ
ら
に
厚
い
こ
と
も

組
合
加
入
を
勧
め
る
時
に
説
明

し
、
伝
え
た
い
で
す
。

健
診
を
受
け
よ
う

春
の
集
団
健
診

日
程

５
月
29
日
（
水
）

①
17
時
30
分

②
18
時
00
分

③
18
時
30
分

④
19
時
00
分

場
所

荒
川
生
協
診
療
所

受
診
料

土
建
国
保
加
入
者

は
無
料
。

※
詳
細
、
申
込
み
は
支
部
へ
。



お れ た ち( 3 )

「
ハ
ミ
ン
グ
」
は
京
成
線

町
屋
駅
改
札
を
右
に
出
て
、

荒
川
中
央
通
り
に
面
し
て
い

る
コ
ー
ヒ
ー
店
で
す
。

店
主
の
吉
田
さ
ん
は
、
横

浜
市
旭
区
在
住
の
コ
ー
ヒ
ー

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
第

一
人
者
の
自
家
焙
煎
開
業
指

導
者
で
あ
る
中
野
弘
志
先
生

の
元
で
修
業
を
し
ま
し
た
。

当
地
で
開
業
し
て
３
年
に

な
り
ま
す
が
、
歌
や
音
楽
な

ど
を
ま
さ
に
ハ
ミ
ン
グ
し
て

し
ま
う
、
地
域
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
「
癒
し
」
の
空
間

を
提
供
し
て
く
れ
る
お
店
と

な
っ
て
い
ま
す
。

店
内
に
入
る
と
イ
ン
ス
タ

ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
に
は
な
い
焙

煎
の
香
り
が
し
て
、
挽
き
た

て
の
コ
ー
ヒ
ー
も
そ
の
場
で

楽
し
め
ま
す
。
10
数
か
国
の

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
用
意
し
、
お

客
さ
ん
の
好
み
に
合
わ
せ
た

ブ
レ
ン
ド
で
焙
煎
し
、
挽
い

て
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、
福

祉
支
援
も
行
っ
て
い
て
作
業

所
で
作
ら
れ
た
製
品
な
ど
の

展
示
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
下
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
提
示
▼

ス
タ
ン
プ
２
倍
押
印

営
業
時
間
９
：
30
～
19
：
00

休
業
日

毎
月
第
１
日
曜
日

第
３
水
曜
日

文
・
写
真

並
木
義
男
記
者

＝
荒
川
分
会

２０１３年５月１０日 第５３５号

Coffee Beans ハミング
荒川区荒川４－５６－５

電話 ０３‐６８０６－５９３１

香り豊かな珈琲豆自家焙煎の店

夫婦でもてなし

【
日
暮
里
一
・
椿
甚
一

通
信
員
】
４
月
26
日
、
２

０
１
３
年
度
分
会
四
役
学

習
会
を
支
部
会
館
３
階
会

議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
に
豊
田
委
員
長
の

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
役

員
の
任
務
と
実
務
、
組
合

の
諸
業
務
に
つ
い
て
、
担

当
の
五
十
嵐
部
長
が
欠
席

の
た
め
代
理
で
船
橋
書
記

長
か
ら
の
説
明
と
な
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
東
京
都
火

災
共
済
共
同
組
合
の
市
川
さ
ん

と
池
上
さ
ん
に
よ
る
法
人
向
け

を
中
心
と
し
た
火
災
共
済
の
説

明
が
さ
れ
、
質
疑
応
答
で
加
入

条
件
の
質
問
が
あ
り
、
組
合
に

加
入
し
て
い
れ
ば
加
入
利
用
で

き
る
と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。

共
済
制
度
関
係
の
説
明
で
は
、

若
月
厚
生
文
化
部
長
に
よ
り
説

明
が
さ
れ
、
補
足
説
明
で
申
請

の
時
効
に
つ
い
て
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
土
建
国
保
の
制
度
は
、

担
当
書
記
よ
り
重
要
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
さ
れ
良
か
っ
た
で
す
。

最
後
は
薄
井
財
政
部
長
よ
り
、

分
会
財
政
と
い
う
大
変
な
役
割

を
や
っ
て
い
た
だ
く
皆
さ
ん
に

一
年
間
よ
ろ
し
く
と
挨
拶
が
あ

り
、
書
記
よ
り
納
入
明
細
書
の

記
入
等
に
つ
い
て
細
か
く
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
支

部
四
役
と
担
当
常
任
含
め
、
29

人
で
し
た
。

【
日
暮
里
一
・
堀
井
龍
二
通

信
員
】
４
月
11
日
、
消
費
税
の

大
増
税
中
止
を
求

め
る
国
民
集
会
が

日
比
谷
野
外
音
楽

堂
で
開
催
さ
れ
、

５
０
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
集

会
に
は
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
の
商

工
団
体
や
労
働
組

合
が
集
ま
り
、
う

ち
東
京
土
建
は
１

１
７
４
人
で
支
部

か
ら
は
12
人
の
参

加
で
し
た
。
初
め

に
主
催
者
か
ら
「
震
災
被
災
者

や
年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
低

所
得
者
の
実
態
を
踏
ま
え
消
費

税
増
税
は
断
じ
て
許
せ
な
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
国
会
議
員
の
あ
い
さ
つ

が
行
わ
れ
、
日
本
共
産
党
か
ら

志
位
和
夫
委
員
長
が
挨
拶
に
立

っ
て
、
国
会
で
の
消
費
税
議
論

の
や
り
と
り
を
披
露
し
て
い
ま

し
た
。

集
会
の
最
後
に
は
、
東
京
土

建
本
部
の
人
見
委
員
長
か
ら
参

加
人
数
と
署
名
が
30
万
筆
集
ま

っ
た
こ
と
の
報
告
が
さ
れ
、
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
後
、
国
会
ま

で
署
名
を
手
に
、
請
願
行
動
の

デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

国民無視の消費税増税は許せない

2013年度分会四役学習会

【
南
千
住
・
小
川
隆
志
通
信

員
】
４
月
３
日
、
荒
川
支
部
の

シ
ニ
ア
の
集
ま
り
で
あ
る
荒
友

会
の
第
10
期
総
会
が
、
支
部
会

館
３
階
会
議
室
で
、
14
人
の
参

説明に対し真剣に耳を傾ける参加者

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
桑
原

副
会
長
の
司
会
に
よ
り
、
総
会

は
始
ま
り
、
最
初
に
昨
年
度
永

眠
さ
れ
た
仲
間
に
対
し
て
の
冥

福
を
祈
り
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た
。
次
い
で
、

平
澤
会
長
、
時

田
支
部
副
執
行

委
員
長
、
船
橋

書
記
長
よ
り
続

け
て
挨
拶
が
あ

り
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

最
初
に
、
桑

原
副
会
長
よ
り

本
部
シ
ニ
ア
の

会
総
会
の
報
告

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
次
に
、
平

澤
会
長
よ
り
２

０
１
２
年
度
経
過
報
告
及
び
２

０
１
３
年
度
活
動
方
針
の
提
案

が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
荻
野
事
務
局
長
よ
り

２
０
１
２
年
度
決
算
報
告
と
会

計
監
査
報
告
、
２
０
１
３
年
度

予
算
案
の
提
案
が
れ
、
質
疑
応

答
の
後
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
体
的
な
質
疑
応
答

で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
の
行

事
や
定
期
的
な
活
動
が
固
定
さ

れ
た
会
員
ば
か
り
と
な
っ
て
い

る
状
況
に
つ
い
て
と
、
総
会
に

対
す
る
参
加
者
が
少
な
い
こ
と

つ
い
て
な
ぜ
な
の
か
と
い
う
質

問
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
改
善
策

が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
役
員
改
選
が
あ
り
、

２
０
１
３
年
度
の
新
役
員
が
提

案
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
会
長

は
引
き
続
き
東
尾
久
一
分
会
の

平
澤
さ
ん
と
な
り
、
役
員
代
表

挨
拶
と
し
平
澤
会
長
よ
り
「
会

員
の
皆
様
の
協
力
の
も
と
に
、

役
員
、
幹
事
が
一
致
団
結
し
て

会
の
発
展
に
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
の
決
意
表
明
が
さ
れ
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

発
展
努
力
を
決
意
表
明

第
10
期
荒
友
会
総
会

節目の総会で意気込みあらたに会の発展期す

消
費
税
増
税
断
固
反
対

４
・
11「
消
費
税
大
増
税
中
止
」
国
民
集
会

第
84
回
メ
ー
デ
ー

【
教
宣
部
発
】

５
月
１
日
、
代
々

木
公
園
に
お
い
て

２
万
１
千
人
が
参

加
し
て
、
労
働
者

の
祭
典
「
第
84
回

メ
ー
デ
ー
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

「
働
く
も
の
の

団
結
で
生
活
と
権

利
を
守
り
、
平
和

と
民
主
主
義
、
中

立
の
日
本
を
め
ざ

そ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
で
、
労
働
組
合
や
各
民
主

団
体
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
来

賓
の
国
会
議
員
か
ら
も
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
支
部
と
し
て
は
宣

伝
カ
ー
の
飾
り
付
け
他
と
プ
ラ

カ
ー
ド
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

訴
え
、
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で

「
９
条
守
れ
」
「
脱
！
原
発
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
支
部

の
参
加
者
は
44
人
で
し
た
。

目立つ黄色で平和をアピール！
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南
千
住
仲
通
り
は
、
国
道

４
号
線
み
ず
ほ
銀
行
前
の
信

号
か
ら
入
り
、
南
千
住
駅
西

口
に
向
か
っ
て
「
コ
ツ
通

り
」
ま
で
の
約
４
５
０
メ
ー

ト
ル
の
通
り
で
す
。

通
り
に
は
、
「
南
千
住
仲

通
り
商
店
会
」
と
い
う
商
店

街
が
あ
り
、
昭
和
30
年
代
か

ら
平
成
の
初
め
の
頃
ま
で
は

い
ろ
い
ろ
な
店
が
あ
り
、
夜

遅
く
ま
で
人
通
り
が
絶
え
な

い
に
ぎ
や
か
な
通
り
で
し
た

が
、
今
は
ひ
っ
そ
り
と
懐
か

し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
風
情
あ

る
街
並
み
を
形
成
し
て
い
ま

す
。道

な
り
に
並
ぶ
店
舗
は
食

料
品
店
・
飲
食
店
の
ほ
か
、

昔
な
が
ら
の
銭
湯
「
大
黒

湯
」
や
家
電
量
販
店
「
ベ
ス

ト
電
器
」
の
小
型
店
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
が

立
ち
並
ん
で
ま
す
。
以
前
は

魚
屋
も
複
数
あ
り
、
品
物
に

よ
り
店
を
選
択
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
が
、
他
の
商
店

街
と
異
な
り
、
個
人
が
自
宅

と
し
て
い
る
店
舗

が
多
く
、
当
代
店

主
が
亡
く
な
り
跡

継
ぎ
不
在
で
閉
店

す
る
店
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
「
だ

っ
ち
ゃ
ん
市
」
等

の
イ
ベ
ン
ト
も
行

っ
て
い
ま
す
。

文
・
写
真

根
本

武
義
記
者
＝
南
千

住
分
会

南千住仲通り（南千住） 17

か
つ
て
米
国
に
実
在
し
た

ギ
ャ
ン
グ
の
ボ
ス
、
ミ
ッ
キ

ー
・
コ
ー
エ
ン
と
警
察
と
の

闘
い
を
描
い
た
サ
ス
ペ
ン
ス

・
ア
ク
シ
ョ
ン
。

舞
台
は
１
９
４
９
年
の
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
。
ミ
ッ
キ
ー
・

コ
ー
エ
ン
（
シ
ョ
ー
ン
・
ペ

ン
）
は
、
麻
薬
、
銃
、
売

春
、
賭
博
で
得
た
金
で
警
察

官
や
政
治
家
に
賄
賂
を
渡

し
、
街
を
牛
耳
っ
て
い
ま
し

た
。
業
を
煮
や
し
た
ジ
ョ
ン

・
オ
マ
ラ
巡
査
部
長
（
ジ
ョ

シ
ュ
・
ブ
ロ
ー
リ
ン
）
は
、

コ
ー
エ
ン
の
巨
大
組
織
に
立

ち
向
か
う
べ
く
、
は
み
だ
し

者
の
警
察
官
ば
か
り
を
集

め
、
極
秘
チ
ー
ム
を
結
成
し

ま
す
。

オ
マ
ラ
た
ち
は
警
察
の
素

性
を
隠
し
、
組
織
へ
の
襲
撃

を
次
々
に
成
功
さ
せ
ま
す

が
、
順
調
に
見
え
た
彼
ら
の

行
く
手
に
は
、
恐
ろ
し
い
魔

の
手
が
待
ち
構
え
て
い
ま
し

た
。
果
た
し
て
彼
ら
は
巨
大

組
織
を
壊
滅
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
５
月
３
日
全

国
公
開
。

『Ｌ . Ａ .

ギャング ストーリー』
ルーベン・フライシャー監督

Ｃ
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国
内
外
か
ら
高
い
技
術
評
価

楽
器
修
理
業
か
ら
独
自
ブ
ラ
ン
ド
開
発

イワオ楽器
製作所

イ
ワ
オ
楽
器
製
作
所
は
、
東
京
下
町
の
フ
ル
ー
ト
工
房
と
し
て

荒
川
区
東
日
暮
里
に
あ
り
ま
す
。
代
表
で
あ
る
横
山
結
紀
雄
さ
ん

は
二
代
目
で
、
荒
川
マ
イ
ス
タ
ー
の
技
能
功
労
者
で
も
あ
り
ま

す
。
確
か
な
、
高
い
技
術
で
国
内
外
か
ら
評
価
を
得
て
い
る
横
山

さ
ん
に
話
し
を
聞
き
に
訪
ね
ま
し
た
。

文
・
写
真

澤
元
達
雄
記
者
＝
町
屋
南
分
会
・
根
本
武
義
記
者
＝

南
千
住
分
会

夕日が似合う路地の商店街

先
代
の
父
、
岩
雄
さ
ん
が
昭

和
45
年
に
楽
器
修
理
業
か
ら
独

自
の
フ
ル
ー
ト
を
開
発
し
、
ブ

ラ
ン
ド
「
イ
ワ
オ
フ

ル
ー
ト
」
を
以
っ
て

メ
ー
カ
ー
「
イ
ワ
オ

楽
器
製
作
所
」
と
し

て
出
発
し
ま
し
た
。

岩
雄
さ
ん
の
父
、
好

太
郎
氏
は
当
時
日
本

で
も
数
少
な
か
っ
た

楽
器
修
理
業
「
横
山

管
楽
器
製
作
所
」
の

創
立
者
で
、
大
正
か

ら
昭
和
に
か
け
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
始
め
、
警

視
庁
・
皇
宮
警
察
な
ど
、
全
国

か
ら
の
楽
器
修
理
を
て
が
け
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
父
親
の
も

と
で
、
岩
雄
さ
ん
は
そ
の
技
術

を
磨
き
、
昭
和
33
年
に
独
立
し

て
自
ら
代
表
と
な
り
、
楽
器
業

界
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

初
期
は
、
そ
の
技
術
を
生
か

し
、
あ
ら
ゆ
る
楽
器
の
修
理
を

手
が
け
て
き
た
が
、
時
代
の
流

れ
と
と
も
に
、
独
自
の
フ
ル
ー

ト
を
制
作
す
べ
く
新
し
い
道
を

選
び
、
研
究
・
開
発
に
あ
た
っ

て
好
太
郎
氏
が
懇
意
に
し
て
い

た
東
京
芸
術
大
学
の
故
山
本
先

生
（
当
時
学
生
部
長
）
の
紹
介

で
、
現
代
音
楽
の
フ
ル
ー
ト
奏 手作りのため月産10本程度

横山さんを中心に少数精鋭で営む工房

者
と
し
て
第
一
人
者
で
あ
る
小

泉
浩
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き

な
が
ら
、
試
行
錯
誤
の
末
で
よ

う
や
く
満
足
で
き
る
製
品
が
完

成
に
。
そ
れ
が
、
昭
和
45
年
の

こ
と
で
す
。

銅
、
亜
鉛
の
合
金
で
作
ら
れ
て

い
て
、
学
生
な
ど
に
多
く
使
わ

れ
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
に

な
っ
て
い
ま
す
。
専
門
家
仕
様

で
高
い
物
に
な
る
と
総
純
銀
製

と
な
り
、
50
万
か
ら
60
万
円
を

超
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

横
山
さ
ん
に
三
代
目
の
後
継

者
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、
息
子

さ
ん
が
い
る
が
こ
の
仕
事
は
継

が
な
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

自
身
の
場
合
は
、
父
親
を
小
さ

い
頃
よ
り
手
伝
っ
て
い
た
が
事

情
が
異
な
る
と
話
し
、
身
内
が

後
継
者
と
な
ら
な
い
よ
う
で
苦

労
も
あ
る
よ
う
で
す
。

工
房
で
こ
の
仕
事
を
し
て
い

る
の
は
、
現
在
の
代
表
者
で
あ

る
横
山
さ
ん
を
含
め
わ
ず
か
３

人
で
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
に
よ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
イ
ワ

オ
フ
ル
ー
ト
」
を
製
作
し
て
い

ま
す
。
日
本
国
内
に
限
ら
ず
、

ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
愛
用
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
一
つ
の
フ
ル
ー
ト

が
組
み
立
て
製
作
さ
れ
る
の
に

は
、
20
種
類
程
の
細
か
い
部
品

が
必
要
で
し
っ
か
り
固
定
し
な

が
ら
接
着
し
て
い
く
と
い
う
繊

細
な
作
業
工
程
を

経
て
、
完
成
品
と

な
り
ま
す
。
し
か

し
、
工
房
で
作
業

し
て
い
る
の
は
横

山
さ
ん
を
含
め
て

わ
ず
か
３
人
の
た

め
、
１
ケ
月
に
10

本
程
度
し
か
仕
上

が
ら
な
い
そ
う
で

す
。
な
お
、
細
か

い
部
品
の
一
部
は

外
注
依
頼
す
る
も

の
の
、
管
に
穴
を

開
け
た
り
、
接
着
組
み

立
て
工
程
の
繊
細
な
作

業
は
ま
さ
に
ひ
と
つ
ひ

と
つ
丁
寧
さ
が
求
め
ら

れ
る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の

作
業
で
す
。
音
の
調
整

は
完
璧
に
し
て
奏
者
の

元
へ
届
け
る
そ
う
で
す

が
微
妙
に
音
が
違
う
と

言
わ
れ
る
時
が
あ
る
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
そ

れ
は
奏
者
の
気
分
、
あ

る
い
は
天
候
に
よ
っ
て

も
違
う
そ
う
で
す
。
例

え
ば
、
翌
日
に
同
じ
物
で
と
く

に
手
を
加
え
な
い
ま
ま
の
状
態

で
渡
し
て
も
、
音
に
満
足
す
る

時
も
あ
る
そ
う
で
す
。

フ
ル
ー
ト
の
形
に
な
っ
て
さ

え
い
れ
ば
、
１
０
０
本
単
位
で

売
ら
れ
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
今
で
は
、
安
い
労

働
力
を
背
景
に
中
国
、
台
湾
な

ど
か
ら
沢
山
の
製
品
が
輸
入
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
な

お
、
専
門
家
が
使
う
物
に
は
程

遠
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
フ
ル

ー
ト
の
材
料
は
、
ニ
ッ
ケ
ル
、

フルートの細かいパーツの数々

オリジナルブランド製品「イワオフルート」

学
生
向
け
か
ら

専
門
家
仕
様
ま
で

独
自
ブ
ラ
ン
ド

「
イ
ワ
オ
フ
ル
ー
ト
」


